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お問い合わせ先

投信営業部 03-6722-4810

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時）

http://www.tdasset.co.jp/

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券

信 託 期 間 2013年７月５日から2018年６月25日まで

運 用 方 針
安定した収益の確保を図ることを目的として

運用を行います。

主要運用対象

ベビーファンド

Ｔ＆Ｄマネーアカウントマ

ザーファンドを主要投資対象

とします。

マザーファンド

わが国の公社債および短期金

融商品を主要投資対象としま

す。

組 入 制 限

ベビーファンド

株式への直接投資は行いませ

ん。

外貨建資産への投資は行いま

せん。

マザーファンド

株式への投資は行いません。

外貨建資産への投資は行いま

せん。

分 配 方 針

分配金額は、分配対象額の範囲内で委託会社

が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定

します。ただし、必ず分配を行うものではあ

りません。

Ｔ＆Ｄ日本株ファンド
（通貨選択型）

マネープールコース
愛称：ダブル・インパクト

第５期運用報告書（全体版）
（決算日　2015年12月25日）

お客様へ

　毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げます。

　さて、「Ｔ＆Ｄ日本株ファンド（通貨選択型）マネー

プールコース」は、2015年12月25日に第５期決算を行いま

したので、期中の運用状況をご報告申し上げます。

　今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。
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1－　　－

設定以来の運用実績、基準価額の推移等

設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

設　定　日 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2013年７月５日 10,000 － － － － 0.1

１期（2013年12月25日） 10,017 0 0.2 6.8 － 12

２期（2014年６月25日） 10,018 0 0.0 16.1 － 6

３期（2014年12月25日） 10,019 0 0.0 5.2 － 15

４期（2015年６月25日） 10,020 0 0.0 － － 15

５期（2015年12月25日） 10,019 0 △0.0 60.1 － 46

（注）基準価額および分配金は１万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）設定日の基準価額および純資産総額には、当初元本を用いております。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、組入比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率騰 落 率

期首（前期末） 円 ％ ％ ％
2015年６月25日 10,020 － － －

６月末 10,020 0.0 － －

７月末 10,019 △0.0 － －

８月末 10,019 △0.0 － －

９月末 10,019 △0.0 － －

10月末 10,019 △0.0 60.0 －

11月末 10,020 0.0 55.7 －

期　　　末
2015年12月25日 10,019 △0.0 60.1 －

（注）基準価額は１万口当たり。期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、組入比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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2－　　－

■ 投資環境

【国内短期金融市場】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは0.00％程度で横ばいに推移しました。期初、利回りは0.00％でしたが、７

月上旬に実施された国庫短期証券入札の結果が堅調だったことから、一時△0.077％まで低下しました。そ

の後、７月中旬の国庫短期証券入札の結果が軟調だったことから再び水準を戻し、0.00％程度に上昇しまし

た。11月に入ると日銀による買入オペ金額の拡大をきっかけに再度利回りは低下し、期末は△0.037％程度

となりました。

当期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額等の推移

■ 基準価額の主な変動要因

　当ファンドの基準価額は、運用対象である国庫

短期証券やコールローンの利回りが極めて低位で

推移したため、小幅な下落となりました。

■ 組入ファンドの当期中の騰落率

組入ファンド 騰落率
Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド 0.0％

第５期首：10,020円

第５期末：10,019円（既払分配金０円）

騰 落 率：△0.0％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2015年６月25日）の値が基

準価額と同一となるように指数化しています。

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に

再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の

コースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税

条件も異なりますので、お客様の損益の状況を示すものでは

ありません。
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3－　　－

■ 当該投資信託のポートフォリオ

【当ファンド】

　当ファンドはＴ＆Ｄマネーアカウントマザーファンドを主要投資対象とし、同マザーファンドに概ね98％

程度投資し、同マザーファンドを通じて主にわが国の公社債および短期金融商品に投資する運用を行いまし

た。

【Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド】

　基準価額は期首の10,020円からほぼ横ばいに推移しました。国庫短期証券の組入比率は、利回りがマイナ

スとなっていた局面で組入れを見送り、期末の組入比率は61％程度となりました。残りの資産については、

全額コールローン等で運用を行いました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 分配金

　１万口当たりの分配金（税込み）は、分配金原資等を考慮し、見送らせていただきました。なお、収益分

配に充てなかった利益は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■ 今後の運用方針

【当ファンド】

　当ファンドはＴ＆Ｄマネーアカウントマザーファンドを主要投資対象とし、安定した収益の確保を目的と

して運用を行います。

【Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド】

　今後の国内景気は、雇用所得環境の改善から持ち直すと見られますが、外需の弱さなどが下押し圧力とし

て作用し、景気回復は緩やかなものに留まると思われます。さらに世界的な物価上昇圧力の低さを考慮する

と、インフレ期待が急速に盛り上がる可能性は低いと考えられます。今後も日銀の国債買入が金利抑制要因

として作用することから、国内短期金利は引続き低位で推移すると予想します。

　相対的に金利リスクの高い長期債への投資は見送り、引続き短期国債等を中心とした安定的な運用を行い

ます。
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4－　　－

１万口当たりの費用明細（2015年６月26日から2015年12月25日まで）

費用の明細

項目

当期

項目の概要2015/６/26～2015/12/25

金額 比率

平均基準価額 10,019円 期中の平均基準価額です。

(a) 信託報酬 0円 0.002％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

委託した資金の運用の対価（投信会社） (　　 0) (0.001)

（販売会社） (　　 0) (0.001) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での

ファンドの管理等の対価

（受託会社） (　　 0) (0.000) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) その他費用 0 0.002 (b)その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用（監査費用） (　　 0) (0.002)
合計 0 0.004

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに四捨五入してあります。

（注）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。

利害関係人との取引状況等（2015年６月26日から2015年12月25日まで）

　当期における利害関係人との取引はありません。

※利害関係人とは投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

売買および取引の状況（2015年６月26日から2015年12月25日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド 253,852 254,360 223,046 223,490

（注）単位未満は切捨て。
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5－　　－

組入資産の明細（2015年12月25日現在）

親投資信託残高

種 類
期首（前期末） 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド 15,044 45,850 45,942

（注）Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド合計の受益権口数は51,131千口です。

（注）単位未満は切捨て。

投資信託財産の構成（2015年12月25日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド 45,942 56.7

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 35,140 43.3

投 資 信 託 財 産 総 額 81,082 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

自社による当ファンドの設定・解約状況（2015年６月26日から2015年12月25日まで）

期首残高（元本） 当期設定元本 当期解約元本 期末残高（元本） 取 引 の 理 由

千円 千円 千円 千円
100 － － 100 当初設定時における取得

（注）単位未満は切捨て。
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6－　　－

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況

資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年12月25日現在

項 目 当  期  末

(A) 資 産 81,082,889円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 35,140,371

Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド(評価額) 45,942,509

未 収 利 息 9

(B) 負 債 34,203,109

未 払 解 約 金 34,201,437

未 払 信 託 報 酬 741

そ の 他 未 払 費 用 931

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 46,879,780

元 本 46,791,779

次 期 繰 越 損 益 金 88,001

(D) 受 益 権 総 口 数 46,791,779口

１ 万 口 当 た り 基 準 価 額(Ｃ／Ｄ) 10,019円

（注）期首元本額 15,350,292円

期中追加設定元本額 291,263,935円

期中一部解約元本額 259,822,448円

（注）１口当たり純資産額は1.0019円です。

損益の状況
当期　自2015年６月26日　至2015年12月25日

項 目 当  期

(A) 配 当 等 収 益 71円
受 取 利 息 71

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,954

売 買 益 11,744

売 買 損 △ 9,790

(C) 信 託 報 酬 等 △ 1,672

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 353

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 1

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 87,647

(配 当 等 相 当 額) (　19,635)

(売 買 損 益 相 当 額) (　68,012)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 88,001

(H) 収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 88,001

追 加 信 託 差 損 益 金 87,647

(配 当 等 相 当 額) (　19,635)

(売 買 損 益 相 当 額) (　68,012)
分 配 準 備 積 立 金 354

（注）損益の状況の中で

(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

(C)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。

(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。

分配金の計算過程

計算期間末における費用控除後の配当等収益（12円）、費用控除後の有価証券売買等損益（341円）、収益調整金（87,647円）および分配準

備積立金（1円）より、分配対象収益は88,001円（１万口当たり18円）となりましたが、当期の分配は見送らせていただきました。
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7－　　－

分配金のご案内

分配金および分配原資の内訳� （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目
当期

2015年６月26日
～2015年12月25日

当期分配金 0

（対基準価額比率） －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 18

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、

ファンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金

と一致しない場合があります。
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8－　　－

補足情報

Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンドの主要な売買銘柄

公社債� 2015年６月26日から2015年12月25日まで

買 付 売 付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円

第277回利付国債（10年） 82,381 第277回利付国債（10年） 69,300

第334回利付国債（２年） 24,000 第334回利付国債（２年） 24,000

第278回利付国債（10年） 18,446 第93回利付国債（５年） 18,005

第93回利付国債（５年） 18,010 第97回利付国債（５年） 14,030

第97回利付国債（５年） 14,030 第278回利付国債（10年） 10,046

第572回国庫短期証券 10,000

（注）金額は受渡代金（経過利子分は含まれておりません）。単位未満は切捨て。

Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンドの組入資産の明細

　下記は、Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド全体（51,131千口）の内容です。

(A) 国内（邦貨建）公社債＜種類別＞� 2015年12月25日現在

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 31,350 31,432 61.4 － － － 61.4
(10,000) (10,000) (19.5) (－) (－) (－) (19.5)

（注）（　）内は非上場債で内書きです。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。

(B) 国内（邦貨建）公社債＜銘柄別＞� 2015年12月25日現在

区 分 銘 柄 利 率 額面金額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国 債 証 券 第572回国庫短期証券 － 10,000 10,000 2016/２/29

第277回利付国債（10年） 1.6 13,000 13,047 2016/３/20

第278回利付国債（10年） 1.8 8,350 8,384 2016/３/20

合 計
銘 柄 数 ３銘柄

金 額 31,350 31,432

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。
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9－　　－

設定以来の運用実績、基準価額の推移等

設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

設　定　日 円 ％ ％ ％ 百万円
2012年９月５日 10,000 － － － 1

１期（2013年９月10日） 10,013 0.1 4.8 － 35

２期（2014年９月10日） 10,018 0.0 4.2 － 40

３期（2015年９月10日） 10,020 0.0 － － 43

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）設定日の基準価額および純資産総額には、当初元本を用いております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド

運用報告書（全体版）　第３期（決算日　2015年９月10日）

（計算期間　2014年９月11日から2015年９月10日）

　「Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド」は、2015年９月10日に第３期決算を行いました

ので、期中の運用状況をご報告申し上げます。

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 信託期間は原則無期限です。

運 用 方 針 安定した収益の確保を目標として運用を行います。

主要運用対象 わが国の国債、公社債および短期金融商品を主要投資対象とします。

組 入 制 限
外貨建資産への投資は行いません。
株式への投資は行いません。
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10－　　－

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

期首（前期末） 円 ％ ％ ％
2014年９月10日 10,018 － 4.2 －

９月末 10,018 0.0 8.2 －
10月末 10,018 0.0 8.2 －
11月末 10,019 0.0 4.1 －
12月末 10,019 0.0 5.7 －

2015年１月末 10,019 0.0 － －
２月末 10,019 0.0 － －
３月末 10,019 0.0 － －
４月末 10,019 0.0 － －
５月末 10,019 0.0 － －
６月末 10,020 0.0 － －
７月末 10,019 0.0 － －
８月末 10,020 0.0 － －

期　　　末
2015年９月10日 10,020 0.0 － －

（注）基準価額は１万口当たり。騰落率は期首比。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額の推移

■ 基準価額の主な変動要因

　当ファンドの基準価額は、期首の10,018円からスタートし、期末は10,020円となりました。主に短期国債等

へ投資しましたが、金利水準がほぼ０％だったことから、当ファンドへの寄与はほとんどありませんでした。

10,017

10,018

10,019

10,020

10,021
(円)

2014/10 2015/１ ８７５３ ６４２11 12 期末期首
(前期末)

CS5_15171180_06_os7T&D_日本株Fマネープール_マネーアカウントMF（表紙）.indd   10 2016/02/22   17:12:20



11－　　－

■ 投資環境

【国内短期金融市場】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは0.00％程度で横ばいに推移しました。2014年９月以降、日銀によるマイナ

ス金利での国庫短期証券の買入オペ等をきっかけに需給がひっ迫した状況が続きました。日銀による買入れ

オペ金額の増減によって金利の若干の変動はあったものの、0.02～△0.08％の間で推移し、当期末の利回り

は△0.001％程度となりました。

■ 当該投資信託のポートフォリオ

　当ファンドの純資産総額は、期首40百万円でスタートしました。期中の資金流入により、期末の純資産総

額は43百万円となりました。短期国債の組入比率については、純資産総額の増減が激しいこともあり低位に

抑え、2015年１月中旬以降は全額コールローン等で運用を行いました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 今後の運用方針

　国内景気は雇用所得環境の改善から持ち直しの動きが続くと見られますが、回復は緩やかなものに留まる

見込みです。さらに世界的な物価上昇圧力の低さを考慮すると、インフレ期待が急速に盛り上がる可能性は

低いと考えられ、金融緩和政策が継続すると思われます。したがって国内短期金利は今後も低位で推移する

と予想し、引続き短期国債等を中心とした安定的な運用を行います。

CS5_15171180_06_os7T&D_日本株Fマネープール_マネーアカウントMF（表紙）.indd   11 2016/02/22   17:12:20



12－　　－

利害関係人との取引状況等（2014年９月11日から2015年９月10日まで）

　当期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

当期中の主要な売買銘柄（2014年９月11日から2015年９月10日まで）

公社債

買 付 売 付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
第324回利付国債（２年） 1,700 － －

（注）金額は受渡代金（経過利子分は含まれておりません）。単位未満は切捨て。

１万口当たりの費用明細（2014年９月11日から2015年９月10日まで）

　当期において発生した費用はありません。

売買および取引の状況（2014年９月11日から2015年９月10日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

千円 千円

国 内 国 債 証 券 1,700 －
(3,400)

（注）金額は受渡代金（経過利子分は含まれておりません）。単位未満は切捨て。

（注）（　）内は償還等による減少分です。

組入資産の明細（2015年９月10日現在）

　下記は、Ｔ＆Ｄマネーアカウントマザーファンド全体（43,777千口）の内容です。

　当期末における組入れはありません。
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13－　　－

資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年９月10日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 43,864,528円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 43,864,516

未 収 利 息 12

(B) 純 資 産 総 額(Ａ) 43,864,528

元 本 43,777,924

次 期 繰 越 損 益 金 86,604

(C) 受 益 権 総 口 数 43,777,924口

１万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 10,020円

（注）期首元本額� 40,876,587円

期中追加設定元本額� 376,511,425円

期中一部解約元本額� 373,610,088円

（注）１口当たり純資産額は1.0020円です。

（注）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本の内訳

新興国為替ファンド 韓国ウォン買い� 50,000円

新興国為替ファンド 韓国ウォン売り� 50,000円

新興国為替ファンド インドルピー買い� 69,989円

新興国為替ファンド インドルピー売り� 50,000円

新興国為替ファンド トルコリラ買い� 79,979円

新興国為替ファンド トルコリラ売り� 50,000円

新興国為替ファンド ブラジルレアル買い� 289,748円

新興国為替ファンド ブラジルレアル売り� 50,000円

新興国為替ファンド マネーアカウントファンド� 3,502,912円

Ｔ＆Ｄ日本株ファンド（通貨選択型）マネープールコース� 39,585,296円

損益の状況
当期　自2014年９月11日　至2015年９月10日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 4,552円

受 取 利 息 4,552

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △　　493

売 買 損 △　　493

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 4,059

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 73,882

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 718,575

(F) 解 約 差 損 益 金 △709,912

(G) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 86,604

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 86,604

（注）損益の状況の中で

(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含み

ます。

(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。

(F)解約差損益金とあるのは、一部解約の際、元本から解約

価額を差引いた差額分をいいます。

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況

投資信託財産の構成（2015年９月10日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 43,864 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 43,864 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

≪お知らせ≫

　平成26年12月１日適用で、投資信託に関する法令等の改正に伴い、約款変更を行いました。
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